
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������������

����������������������

６
月
１３
日
に
行
わ
れ
た
日

本
商
工
会
議
所
主
催
の
第
１

２
５
回
日
商
簿
記
検
定
試
験

で
、
経
営
学
部
４
年
の
渡
部

大
樹
さ
ん
（
秋
田
県
湯
沢
商

工
高
）
が
１
級
に
合
格
し

た
。実

受
験
者
数
１
万
５
３
６

７
人
の
う
ち
合
格
者
数
１
３

３
８
人
、
合
格
率
８
・
７
％

と
い
う
難
関
を
突
破
し
た
渡

部
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら
本
学

で
開
講
し
て
い
る
簿
記
講
座

を
受
講
。
「
以
前
は
独
学
で

勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
限

界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
講

座
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
早
く
正
確
な
学
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
合
格
の
要
因
を
話
し
て

い
る
。

渡
部
さ
ん
は
石
鳳
会
計
研

究
会
に
所
属
。
「
友
人
と
協

力
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
早
く
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
も
述

せ
っ

さ

た
く

べ
、
サ
ー
ク
ル
で
の
切
磋
琢

ま磨
も
合
格
に
つ
な
が
っ
た
よ

う
だ
。
「
次
の
目
標
で
あ
る

税
理
士
試
験
の
合
格
に
向
け

て
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
」

と
、
意
欲
を
新
た
に
し
て
い

る
。ま

た
、
７
月
１１
日
に
行
わ

れ
た
全
国
経
理
教
育
協
会
主

催
の
第
１
６
２
回
全
経
簿
記

能
力
検
定
試
験
で
は
、
工
藤

友
貴
さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城

県
塩
釜
高
）
と
佐
々
木
美
咲

さ
ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
鹿

島
台
商
高
）
が
い
ず
れ
も
１

級
に
合
格
し
て
い
る
。

「
平
成
２２
年
度
全
日
本
学

生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」

（
イ
ン
カ
レ
∥
主
催
・
全
日

本
学
生
テ
ニ
ス
連
盟
）
が
８

月
２７
日
か
ら
９
月
５
日
ま

で
、
東
京
・
有
明
の
有
明
テ

ニ
ス
の
森
公
園
で
行
わ
れ
、

本
学
か
ら
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

の
試
合
に
出
場
し
た
和
田
咲

良
さ
ん
（
経
営
１
・
宮
城
県

泉
館
山
高
）
は
、
目
標
と
し

て
い
た
１
回
戦
を
見
事
突
破

し
た
も
の
の
、
２
回
戦
で
惜

し
く
も
敗
退
し
た
。

８
月
２８
日
の
１
回
戦
は
山

口
智
妃
呂
選
手
（
東
海
学
園

大
）
と
対
戦
。
２
―
１
で
和

田
さ
ん
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

３０
日
の
２
回
戦
で
は
健
闘
む

な
し
く
栗
林
千
聡
選
手
（
関

西
大
）
に
敗
れ
た
。

和
田
さ
ん
は
「
目
標
に
し

て
い
た
１
回
戦
突
破
を
果
た

し
、大
変
う
れ
し
い
で
す
。と

て
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
監
督
、
顧
問

の
先
生
、
テ
ニ
ス
部
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
来
年
の
イ
ン

カ
レ
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

「
２
０
１
０
電
気
自
動
車

エ
コ
ラ
ン
競
技
大
会

Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
」
が
８
月
２１
、
２２
の
両

日
、
宮
城
県
村
田
町
の
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
で
行

わ
れ
た
。
理
工
学
部
機
械
工

学
科
自
動
車
工
学
コ
ー
ス
の

川
島
純
一
研
究
室
、
山
本
憲

一
研
究
室
の
４
年
次
生
が
本

学
と
し
て
初
参
戦
。
両
チ
ー

ム
と
も
見
事
完
走

を
果
た
し
、
川
島

む

ら

研
究
室
の
「
無
雷

あ

の

亜
乃
」
号
が
大
学

部
門
で
２
位
と
な

っ
た
（
総
合
は
１８

位
、
結
果
は
別
表

参
照
）。

こ
の
大
会
は
支

給
さ
れ
た
バ
ッ
テ

リ
ー
や
制
限
質
量

内
で
自
作
し
た
バ

ッ
テ
リ
ー
な
ど
を

用
い
、
２
時
間
で

の
周
回
数
を
競
う
。
両
研
究

室
は
日
ご
ろ
の
成
果
を
生
か

し
、
抵
抗
や
効
率
を
計
算
し

な
が
ら
車
両
を
製
作
し
、
大

会
に
臨
ん
だ
。

学
生
を
引
率
し
た
川
島
教

授
は「
初
参
加
だ
っ
た
が
、両

車
両
と
も
完
走
で
き
た
。
順

位
も
ま
ず
ま
ず
で
上
出
来
だ

と
思
う
。
来
年
は
さ
ら
に
上

位
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

キャプテン

菅原ＧＯ

（山本研究室）

２８位／４１台

１３位／１７台

６位／９台

無雷亜乃

（川島研究室）

１８位／４１台

８位／１７台

２位／９台

総合順位

オープン

クラス

大学部門

夏
期
休
暇
中
の
恒
例
と
な

っ
て
い
る
「
資
格
講
座
」（
学

生
支
援
係
主
催
）
に
、
今
夏

も
延
べ
２
９
４
人
の
学
生
が

参
加
。
自
ら
の
将
来
を
見
据

え
、
ど
の
顔
も
真
剣
そ
の
も

の
だ
っ
た
∥
写
真
。

パ
ソ
コ
ン
系

で
は
、
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
社
の

ワ
ー
ド
講
座
に

３５
人
、
エ
ク
セ

ル
講
座
に

５３

人
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
講
座
に

１４
人
、
設
計
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
講
座
に

２３
人
、
そ
し
て

国
家
資
格
の
Ｉ

Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

試
験
講
座
に
２９

人
が
受
講
。
ま

た
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
系
で

は
、
公
務
員
講
座
１５
人
、
簿

記
講
座
（
１
～
３
級
）
８０

人
、
販
売
士
講
座
（
２
級
）

４５
人
が
受
講
し
た
。

講
座
の
後
に
は
す
べ
て
試

験
（
公
務
員
講
座
の
み
採
用

試
験
）
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
合
否
で
努
力
の
成

果
が
問
わ
れ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
実
験
や
工
作

を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
に
科

学
の
面
白
さ
を

知
っ
て
も
ら
う

「
青
少
年
の
た

め
の
科
学
の
祭

典
２
０
１
０
石

巻
大
会
」
が
８

月
１４
、
１５
の
両

日
、
本
学
で
開

か
れ
た
。
同
実

行
委
員
会
（
委

員
長
∥
工
藤
す

ば
る
大
学
開
放

セ
ン
タ
ー
長
）

が
主
催
。
会
場
と
な
っ
た
講

義
室
や
実
験
室
で
は
、
多
く

の
家
族
連
れ
や
小
・
中
学
生

で
あ
ふ
れ
、
実
験
に
よ
る
発

見
や
驚
き
の
声
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

宮
城
県
内
の
学
校
や
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
化
学
や
物

理
、
生
物
な
ど
各
ジ
ャ
ン
ル

の
実
験
や
工
作
を
体
験
で
き

る
１８
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
工
学
博
士
で
元
本
学
教

授
の
亀
山
紘
石
巻
市
長
も
参

加
。
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
度
の

液
体
窒
素
を
使
っ
た
実
験
を

披
露
し
て
み
せ
た
。

本
学
の
学
生
た
ち
も
大
学

で
学
ん
だ
知
識
を
子
ど
も
た

ち
に
分
か
り
や
す
く
解
説

し
、
楽
し
い
実
験
を
繰
り
広

げ
た
。
夏
休
み
の
自
由
研
究

の
宿
題
に
役
立
て
よ
う
と
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
の

ブ
ー
ス
で
も
積
極
的
に
参

加
。
「
理
科
が
大
好
き
に
な

っ
た
」
「
来
年
も
来
た
い
」

な
ど
と
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。科

学
の
祭
典
は
１
９
９
２

年
か
ら
全
国
の
主
要
都
市
で

始
ま
り
、
石
巻
市
で
の
開
催

は
今
年
で
１０
回
目
。

本
学
は
８
月
か
ら
、
地
域

に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
企

画
と
し
て
３
つ
の
講
座
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
会
場
は
石

巻
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
な

ど
。
８
月
３１
日
か
ら
「
石
巻

交
流
論
」
、
９
月
１
日
か
ら

「
独
創
塾
」
、
同
２
日
か
ら

「
元
気
は
つ
ら
つ
！

健
康

生
活
習
慣
セ
ミ
ナ
ー
」
を
そ

れ
ぞ
れ
開
講
し
た
。

「
石
巻
交
流
論
」
は
交
流

・
交
易
の
視
点
か
ら
石
巻
の

歴
史
的
特
徴
を
見
つ
め
、
地

域
再
生
の
手
が
か
り
を
探
ろ

う
と
す
る
経
営
学
部
の
特
別

授
業
で
、
同
学
部
の
教
員
５

人
が
講
師
を
務
め
る
。

「
独
創
塾
」は
い
わ
ば
現
代

の
寺
子
屋
。
石
巻
市
内
の
小

学
５
年
生
を
対
象
に
「
自
分

の
考
え
を
上
手
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
「
算

数
を
も
っ
と
楽
し
く
勉
強
し

た
い
」
な
ど
、
学
ぶ
意
欲
に

応
え
、
本
学
教
員
が
独
自
の

教
材
を
使
用
し
て
工
夫
を
こ

ら
し
た
授
業
を
展
開
す
る
。

「
健
康
生
活
習
慣
セ
ミ
ナ

ー
」
は
食
事
や
運
動
の
基
礎

知
識
を
学
び
、
健
康
を
増
進

さ
せ
る
の
が
目
的
。
山
内
武

巳
理
工
学
部
准
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
坂

田
隆
学
長
が
「
食
品
の
健
康

情
報
の
見
分
け
方
」
と
題
し

て
話
し
た
。

２
０
１
０
年
度
み
や
ぎ
県

民
大
学
「
石
巻
専
修
大
学
開

放
講
座
」
（
宮
城
県
教
育
委

員
会
な
ど
主
催
）
の
閉
講
式

が
７
月
２９
日
、
本
学
で
行
わ

れ
た
∥
写
真
。

統
一
テ
ー
マ
を
「
知
の
発

展

ど
こ
か
ら
き
た
の
か

ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
」
と
し

て
、
５
月
１３
日
か
ら
１２
回
に

わ
た
り
講
座
を
展
開
。
最
終

回
と
な
る
こ
の
日
は
、
西
方

守
理
工
学
部
教
授
が
「
知
の

起
源
―
哲
学
」
と
題
し
て
講

義
し
「
知
識
や
技
術
を
生
か

す
も
殺
す
も
人
間
の
精
神
次

第
だ
」
と
指
摘
し
た
。

閉
講
式
で
は
講
座
を
１０
回

以
上
受
講
し
た
受
講
生
７８
人

に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
の
大
津

幸
一
教
育
部
会
長
が
「
学
び

続
け
る
限
り
、
人
は
若
く
い

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
受
講
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

９
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で

の
４
日
間
、
本
学
を
会
場
に

日
本
経
営
学
会
第
８４
回
大
会

（
大
会
委
員
長
∥
晴
山
俊
雄

経
営
学
部
教
授
）
が
開
催
さ

れ
た
。

大
会
の
統
一
論
題
は
「
新

た
な
経
営
原
理
の
探
究
」
。

市
場
経
済
と
企
業
の
社
会

性
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
対
応
と
課
題
、
企
業

経
営
の
永
続
性
な
ど
に
つ
い

て
、
全
国
の
大
学
か
ら
参
加

し
た
研
究
者
が
熱
心
な
討
議

を
繰
り
広
げ
た
。

本
学
か
ら
は
大
坂
良
宏
経

営
学
部
教
授
が
「
地
域
経
済

の
活
性
化
―
循
環
型
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
社
会
活
動
の
連

携
―
」
に
つ
い
て
論
じ
た
ほ

か
、
大
学
院
生
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
阿
部
美
和
さ
ん
（
経
営

学
研
究
科
３
年
）
が
「
内
発

的
動
機
づ
け
理
論
と
成
果
主

義
批
判
」
に
つ
い
て
発
表
し

た
。

▲ 学生が実験を分かりやすく解説

合
格
率
８．７
％
の
難
関
突
破

電
気
自
動
車
エ
コ
ラ
ン
競
技
大
会

川
島
、山
本
研
究
室

の

４

年

次

生

初
参
戦
で
見
事
完
走

地
域
に
学
び
の
機
会
を
提
供

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画

会会場場いいっっぱぱいいにに

小小・・中中学学生生のの歓歓声声

科学の祭典２０１０石巻大会

ｉｎ

８
月
か
ら
３
講
座
ス
タ
ー
ト

本
学
で
全
国
の
大
学

研
究
者
が
熱
く
討
論

第１２５回日商簿記検定試験

日
本
経
営
学
会

第
８４
回
大

会

全
経
簿
記
能
力
検
定

夏
の
資
格
講
座
で

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

２
人
が
１
級
合
格

受
講
生
７８
人
に
修
了
証

大
学
開
放
講
座

１０
年
度
閉
講
式

▶

無
雷
亜
乃
号
を
前
に
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
（
川
島
研
究
室
）

全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
出
場
の
和
田
咲
良
さ
ん

目
標
の
１
回
戦
突
破

▶

「
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
た
」
と
和
田
さ
ん
（
撮
影
∥

専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部

川
村
真
樹
さ
ん
・
文
１
）

（８）２０１０年（平成２２年）９月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４８０号


